
別紙様式１

国立大学法人京都工芸繊維大学の中期目標新旧対照表

現 行 変 更 案 変更理由
略 略Ⅰ～Ⅲ Ⅰ～Ⅲ

Ⅳ 財務内容の改善 Ⅳ 財務内容の改善
略 略
略 略１ １
２ 経費の抑制 ２ 経費の抑制
略 略１） １）

政府の「行政改２）人件費の削減
ねらい： 行政改革の重要方針 （平成１７年１２月２４日閣議 革の重要方針」「 」

決定）において示された総人件費改革の実行計画を踏 の決定に伴う変
まえ、人件費削減の取組を行う。 更

略 略３ ３
略 略Ⅴ、Ⅵ Ⅴ、Ⅵ
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別紙様式１

国立大学法人京都工芸繊維大学の中期目標新旧対照表

現 行 変 更 案 変更理由
別表 別表

教 育 研 究 上 の 基 本 組 織 教 育 研 究 上 の 基 本 組 織

工芸学部及び繊
維学部を工芸科学 部 工芸学部 学 部 工芸科学部
学部に改組する繊維学部
ことに伴う変更

研究科 工芸科学研究科 研究科 工芸科学研究科
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別紙様式１

国立大学法人京都工芸繊維大学の中期計画新旧対照表

現 行 変 更 案 変更理由
略 略Ⅰ、Ⅱ Ⅰ、Ⅱ

Ⅲ 財務内容の改善に関する目標を達成するための措置 Ⅲ 財務内容の改善に関する目標を達成するための措置
略 略１ １
２ 経費の抑制に関する目標を達成するための措置 ２ 経費の抑制に関する目標を達成するための措置
略 略１） １）

政府の「行政改２）人件費の削減
ア）総人件費改革の実行計画を踏まえ、平成２１年度までに 革の重要方針」
概ね４％の人件費の削減を図る。 の決定に伴う変

略 略 更３ ３
略 略Ⅳ～Ⅹ Ⅳ～Ⅹ
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別紙様式１

国立大学法人京都工芸繊維大学の中期計画新旧対照表

現 行 変 更 案 変更理由
別表 別表

各 年 度 の 学 生 収 容 定 員 各 年 度 の 学 生 収 容 定 員
工芸学部及び繊

平 工芸学部 １，９５０人 平 工芸科学部 ２，８０５人 維学部を工芸科
成 繊維学部 ９２０人 成 学部に改組する
18 18 こと及び工芸科
年 工芸科学研究科 ６６４人 年 工芸科学研究科 ７４６人 学研究科の整備
度 うち修士課程 ５２６人 度 うち修士課程 ６０８人 に伴う変更

博士課程 １３８人 博士課程 １３８人

平 工芸学部 １，９４０人 平 工芸科学部 ２，７３０人
成 繊維学部 ９２０人 成
19 19
年 工芸科学研究科 ６６４人 年 工芸科学研究科 ８２８人
度 うち修士課程 ５２６人 度 うち修士課程 ６９０人

博士課程 １３８人 博士課程 １３８人

平 工芸学部 １，９４０人 平 工芸科学部 ２，６６５人
成 繊維学部 ９２０人 成
20 20
年 工芸科学研究科 ６６４人 年 工芸科学研究科 ８２８人
度 うち修士課程 ５２６人 度 うち修士課程 ６９０人

博士課程 １３８人 博士課程 １３８人

平 工芸学部 １，９４０人 平 工芸科学部 ２，６００人
成 繊維学部 ９２０人 成
21 21
年 工芸科学研究科 ６６４人 年 工芸科学研究科 ８２８人
度 うち修士課程 ５２６人 度 うち修士課程 ６９０人

博士課程 １３８人 博士課程 １３８人
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